
福
岡
盲
学
校
体
験
入
学
（
入
学
相

談
） 

     

　
小
郡
市
、
久
留
米
市
、
大
刀
洗
町
の
農

業
委
員
会
で
統
一
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し

た
。 

▼
平
成
19
年
度
秋
季
農
作
業
賃
金
協
定
表 

                   

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
農
業
委
員
会
事
務
局

　

（
内
線
６
３
２
） 

   

　
宝
満
川
の
堤
防
に
不
法
投
棄
さ
れ
た
空

き
缶
、
空
き
瓶
、
ご
み
な
ど
の
一
斉
清
掃

を
行
い
ま
す
。 

▼
日
時
　
10
月
28
日
（
日
）
／
午
前
８
時

　
〜
11
時 

▼
場
所
　
宝
満
川
河
川
敷 

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
建
設
管
理
課

　
管
理
係
（
内
線
３
１
４
〜
３
１
５
） 

   

　
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
患
者
さ
ん
や
そ
の

家
族
の
方
を
対
象
に
、
交
流
会
や
学
習
会

を
開
催
し
ま
す
。
病
気
や
生
活
の
工
夫
な

ど
、
こ
の
機
会
に
相
談
や
情
報
交
換
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。 

▼
日
時
　
11
月
６
日
（
火
）
／
午
後
１
時

　
30
分
〜
３
時
30
分
（
受
付
１
時
15
分
〜
） 

▼
会
場
　
久
留
米
総
合
庁
舎
　
２
階
大
会

　
議
室
（
久
留
米
市
合
川
町
） 

▼
申
込
方
法
　
11
月
１
日
（
木
）
ま
で
に

　
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で 

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
久
留
米
保
健

　
福
祉
環
境
事
務
所
☎
３
０
・
１
０
４
９

　
フ
ァ
ク
ス
３
８
・
０
６
８
０ 

  

  

　
学
習
体
験
お
よ
び
給
食
体
験
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
保
護
者
の
方
に
は
、
学
校
説
明
と

体
験
場
面
の
参
観
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

▼
日
時
　
①
小
学
部
の
体
験
入
学
　
10
月

　
23
日
（
火
）
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

　
１
時
40
分 

②
中
学
部
体
験
入
学
　
10
月
24
日
（
水
）

　
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時
40
分 

③
幼
稚
部
の
入
学
相
談
は
随
時
受
け
付
け 

▼
対
象
者
　
平
成
20
年
度
に
本
校
へ
の
入

　
学
・
編
入
学
を
検
討
し
て
い
る
幼
児
、

　
児
童
、
生
徒
と
そ
の
家
族 

▼
会
場
・
問
い
合
わ
せ
先
　
県
立
福
岡
盲

　
学
校
（
筑
紫
野
市
大
字
牛
島
１
１
４
）

　
☎
０
９
２
・
９
２
４
・
１
１
０
１ 
   

　
子
育
て
に
つ
い
て
、
い
ろ
ん
な
悩
み
・

不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
ま
た
、
子
育
て

に
つ
い
て
も
っ
と
勉
強
し
て
、
子
育
て
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
み
よ
う
と
は
思
い
ま
せ

ん
か
？
県
で
は
、
そ
ん
な
皆
さ
ん
の
子
育

て
活
動
を
応
援
し
ま
す
。 

▼
派
遣
期
間
　
９
月
〜
平
成
20
年
２
月 

▼
派
遣
内
容
　
家
庭
教
育
や
子
育
て
に
つ

　
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
・
講
話
他 

▼
派
遣
先
例
　
育
児
サ
ー
ク
ル
、
ご
近
所

　
の
お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
グ
ル
ー
プ
、

　
子
ど
も
会
、
保
育
所
・
幼
稚
園
な
ど
の

　
勉
強
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
研
修
会
、
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
勉
強
会
他 

※
少
人
数
で
も
大
丈
夫
で
す
。 

▼
派
遣
費
用
　
無
料 

※
家
庭
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
県
が
委

　
嘱
し
た
家
庭
教
育
・
子
育
て
に
つ
い
て

　
専
門
的
な
知
識
・
経
験
を
お
持
ち
で
す
。 

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
北
筑
後
地
域

　
家
庭
教
育
推
進
協
議
会(

北
筑
後
教
育

　
事
務
所
生
涯
学
習
室
内)

☎
３
２
・
３

　
０
９
９ 

福
岡
県
家
庭
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
無
料
で
派
遣 

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
・
家
族
の

集
い 

第
22
回
宝
満
川
河
川
美
化 

　
　
「
ノ
ー
ポ
イ
」
運
動
実
施 

秋
季
農
作
業
賃
金
改
定 

お
知
ら
せ 

お
知
ら
せ 

ちょっと気になる「七夕人権考座・あすばる出前講座」ちょっと気になる「七夕人権考座・あすばる出前講座」
　平成19年度は「七夕人権考座」と「あすばる出前講座（男女共同参画の視点からの講座）」が合同で企画しま

した。深刻で重大な社会問題である同和問題をはじめさまざまな人権問題が私たちの周りには存在してい

ます。人権の大切さについて学習を深め、自分を豊かにします。是非、ご参加ください。（※託児があります）

●問い合わせ先　人権・同和教育課　内線532、企画課男女共同参画推進係　内線222

10月9日(火)

午後7時30分〜9時

11月14日(水)

午後7時30分〜9時

11月21日（水）

午後7時30分〜9時

12月4日(火)

午後7時30分〜9時

1月27日(日)

午後1時30分〜3時30分

あすばる出前講座

「中高年パワーがまちを創る」

人権考座

「部落差別は、今…」〜問われてい

るのは大人の感性〜

あすばる出前講座

ＤＶについて考える

人権コンサート「人権を唄う」

あすばる出前講座

創作劇「蒔かんと生えん」

福岡県子育てアドバイザー

高田悦也さん

部落解放同盟福岡県連合会

人権対策部長　福永謙二さん

佐賀県ＤＶ総合対策センター　

所長　原健一さん

久留米大学非常勤講師　山下恭

平さんwith「かいごす」

たがわ21女性会議

御原校区公民館

のぞみが丘生楽館

東野校区公民館

東野校区公民館

生涯学習センター

日　時 テーマ（予定） 講　師 会　場

機械稲刈り作業

籾乾燥

稲刈から乾燥調整

耕起（ﾄﾗｸﾀｰ）

麦機械まき

果樹作業(収穫)

一般作業

大豆収穫

大豆防除

10ａ当り

10ａ当り

10ａ当り

10ａ当り

8時間

8時間

10ａ当り

10ａ当り

16,400

390

26,100

7,400

8,000

6,000

6,000

10,000

2,000

ｺﾝﾊﾞｲﾝ

ｺﾝﾊﾞｲﾝ1袋

運搬含む

薬剤除く

作業名 備考賃金額(円)
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子
ど
も
の
発
達
に
不
安
の
あ
る
保
護
者

や
関
心
の
あ
る
人
を
対
象
に
学
習
会
を
開

催
し
ま
す
。 

▼
日
時
　
10
月
25
日
（
木
）
／
午
前
10
時

　
〜
正
午 

▼
会
場
　
人
権
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー 

▼
内
容
　
「
こ
と
ば
と
心
を
育
て
る
た
め

　
に
」
〜
子
ど
も
と
う
ま
く
か
か
わ
っ
て

　
い
ま
す
か
？
〜
　
講
師
　
高
田
範
子
先

　
生
（
言
語
聴
覚
士
） 

※
要
申
込 

※
託
児
有
り
（
有
料
２
０
０
円
）
。
申
込

　
の
際
に
お
伝
え
く
だ
さ
い 

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
大
原
小
こ
と

　
ば
の
教
室
（
担
当
衛
藤
、
上
野
）
☎
兼

　
フ
ァ
ク
ス
７
２
・
５
５
２
０ 

   

　
資
源
循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
、
ご

み
の
リ
デ
ュ
ー
ス
（
発
生
抑
制
）
、
リ
ユ

ー
ス
（
再
使
用
）
、
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
生

利
用
）
の
３
Ｒ
（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）
の
推

進
に
関
す
る
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。 

▼
期
日
　
10
月
18
日
（
木
） 

▼
会
場
　
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
小
倉 

▼
時
間
・
内
容
　 

・
午
前
10
時
〜
正
午
／
ご
み
ゼ
ロ
ふ
く
お

　
か
推
進
大
会 

・
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
／
式
典 

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　 

・
推
進
大
会
…
県
循
環
型
社
会
推
進
課
☎

　
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
７
１ 

・
式
典
…
㈱
コ
ム
デ
ィ
ア
☎
０
９
３
・
５

　
５
１
・
０
５
０
６ 

    

▼
期
間
　
10
月
22
日
（
月
）
〜
27
日
（
土
） 

▼
会
場
　
県
農
業
総
合
試
験
場
（
筑
紫
野

　
市
大
字
吉
木
５
８
７
） 

▼
内
容 

・
22
日
〜
26
日
（
要
申
込
）
／
午
前
中
…

　
最
新
の
農
作
物
や
農
業
技
術
の
紹
介
を

　
し
な
が
ら
野
菜
、
花
や
果
樹
な
ど
の
見

　
学
、
午
後
…
園
芸
講
座 

・
27
日
／
最
新
の
試
験
研
究
成
果
の
展
示
、

　
土
壌
診
断
、
害
虫
の
観
察
、
い
も
ほ
り
、

　
バ
タ
ー
作
り
な
ど 

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
県
農
業
総
合

　
試
験
場
総
務
課
☎
０
９
２
・
９
２
４
・

　
２
９
３
６ 

   

▼
日
時
　
10
月
20
日
（
土
）
／
午
後
１
時

　
〜 

▼
対
象
者
　
中
学
３
年
生
と
保
護
者
、
先

　
生 

▼
内
容
　
①
同
校
の
特
色
・
各
学
科
の
紹

　
介
②
入
学
試
験
日
程
等
の
説
明
③
個
別

　
相
談 

▼
会
場
・
問
い
合
わ
せ
先
　
久
留
米
工
業

　
高
等
専
門
学
校
☎
３
５
・
９
３
１
６ 

    

▼
日
時
　
10
月
31
日
（
水
）
／
午
後
２
時

　
〜
４
時 

▼
会
場
　
県
久
留
米
総
合
庁
舎 

▼
講
師
　
福
岡
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー

　
所
長
　
織
田
進
氏 

▼
参
加
費
　
無
料 

▼
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
氏

　
名
・
連
絡
先
・
う
つ
病
講
演
会
希
望
と

　
記
入
） 

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
久
留
米
保
健

　
福
祉
環
境
事
務
所
☎
３
０
・
１
０
７
６ 

　
フ
ァ
ク
ス
３
７
・
１
９
７
３ 

 

      

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。 

▼
日
時
　
10
月
18
日
（
木
）
／
午
前
10
時

　
30
分
〜
午
後
３
時 

▼
会
場
　
久
留
米
市
役
所
２
階 

▼
主
な
相
談
内
容 

　
①
登
記
・
人
権
②
税
金
③
年
金
・
保
険

　
④
道
路
⑤
消
費
者
問
題
⑥
宅
地
・
建
物 

　
⑦
法
律
相
談
⑧
そ
の
他 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
総
務
省
行
政
相
談
課

　
☎
０
９
２
・
４
３
１
・
７
０
８
１ 
      

　
北
九
州
市
若
松
区
の
福
岡
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校
（
国
立
県
営
）
で
は
、
平
成

20
年
度
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。 

▼
募
集
科
名
・
人
員
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
製

　
図
科
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
・
商
業
デ

　
ザ
イ
ン
科
・
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科
・
福
祉

　
住
環
境
科
・
総
合
実
務
科
各
20
人
、
ネ

　
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
科
30
人 

▼
訓
練
期
間
　
１
年
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計

　
科
の
み
２
年
） 

▼
応
募
資
格
　
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者

　
ま
た
は
取
得
可
能
な
人
。
た
だ
し
、
総

　
合
実
務
科
は
療
育
手
帳
所
持
者
ま
た
は

　
知
的
障
害
者
と
認
め
る
判
定
書
が
提
出

　
可
能
な
人
。 

▼
応
募
締
切
　
平
成
20
年
１
月
10
日
（
木
） 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
福
岡
障
害
者
職
業
能

　
力
開
発
校
☎
０
９
３
・
７
４
１
・
５
４

　
３
１
ま
た
は
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク 

    

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

〜
小
郡
市
社
会
福
祉
協
議
会
〜 

●
一
般
寄
付
（
敬
称
略
） 

○
弥
須
恵
歌
謡
教
室
　
講
師
　
永
利
ヤ
ス

　
ヱ 

○
ダ
イ
セ
ー
エ
ク
ス
プ
レ
ス
シ
ス
テ
ム
株

　
式
会
社 

○
下
町
区
　
行
実
福
祐 

●
香
典
返
し
寄
付
（
敬
称
略
） 

○
八
坂
・
河
原
ミ
ツ
カ
（
亡
夫
伊
佐
雄
） 

○
緑
　
・
緒
方
浩
之
（
亡
母
ヨ
シ
ヱ
） 

○
二
森
・
前
田
靖
子
（
亡
夫
六
男
） 

○
古
賀
・
毛
利
眞
紀
子
（
亡
夫
良
文
） 

○
今
隈
・
渡
辺
清
香
（
亡
夫
博
文
） 

○
古
賀
・
野
中
ス
ミ
子
（
亡
夫
敏
嘉
） 

○
干
潟
・
師
岡
富
子
（
亡
夫
政
次
） 

○
古
賀
・
美
山
一
江
（
亡
夫
督
） 

 

〜
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

「
ワ
ン
ハ
ー
ト
陽
だ
ま
り
」
〜 

●
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
虹
」
へ
備
品
寄
付

　

（
敬
称
略
） 

○
北
筑
後
地
域
労
働
者
福
祉
協
議
会
（
藤

　
田
桂
三
会
長
） 

 

一
日
合
同
行
政
相
談
所
（
く
ら
し
・

行
政
な
ん
で
も
相
談
） 

大
原
小「
こ
と
ば
の
教
室
」学
習
会 

障
害
者
の
職
業
訓
練
生
募
集 

久
留
米
工
業
高
等
専
門
学
校
説
明
会 

第
２
回
３
Ｒ
推
進
全
国
大
会 

う
つ
病
講
演
会
「
働
く
人
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
〜
み
ん
な
で
考
え
よ

う
！
う
つ
病
へ
の
対
応
を
〜
」 

県
農
業
総
合
試
験
場「
ふ
れ
あ
い
ウ
ィ

ー
ク
」〜
県
民
と
は
ぐ
く
む「
食
」と「
農
」

の
ぞ
い
て
み
よ
う
！
農
業
新
技
術
〜 

募
　
　
集 

募
　
　
集 

相
　
　
談 

相
　
　
談 

お
　
　
礼 

お
　
　
礼 

   

▼
日
時
　
10
月
13
日
（
土
）
／
午
前

　
11
時
〜
午
後
４
時
（
フ
リ
ー
マ
ー

　
ケ
ッ
ト
は
午
前
10
時
〜
） 

▼
会
場
　
あ
す
て
ら
す
イ
ベ
ン
ト
広

　
場 

▼
内
容
　
よ
さ
こ
い
踊
り
、
フ
ラ
ダ

　
ン
ス
、
和
太
鼓
、
プ
ロ
の
風
船
芸
、

　
民
謡
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
ラ
ム
ネ

　
早
飲
み
大
会 

　
弁
当
、
焼
鳥
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、

　
綿
菓
子
、
お
も
ち
ゃ
ク
ジ
な
ど
の
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　浄化槽を使用されている皆さんへ
　浄化槽は、微生物の働きを利用して汚水を処理
する装置であり、維持管理がとても大切です。こ
のため、定期的に、保守点検・清掃・法定検査を
行うことが義務づけられています。
①浄化槽の正しい使い方
　・水は適正量使いましょう。
　・洗剤は適正量を使いましょう。
　・トイレットペーパー以外の異物は流さないよ
　　うにしましょう。
　・浄化槽の電源は切らないようにしましょう。
　・油や野菜くずは流さないようにしましょう。
②保守点検
　・保守点検は、機械の点検・調整、補修や消毒
　　薬の補給などです。
　・保守点検には専門的知識、器具が必要ですので、
　　委託する際は、県知事の登録業者に委託して
　　ください。
③清掃
　・浄化槽内に溜まった汚泥などを抜き取る作業
　　や内部設備の洗浄です。
　・清掃を委託する際は、市の許可業者（小郡市
　　浄化槽センター☎73−2213）に委託してくだ
　　さい。
④法定検査
　・法定検査は浄化槽が適正な維持管理により所
　　期の処理性能が発揮されているか否かに着目し、
　　保守点検および清掃の状況を中心として検査
　　するもので、毎年（年1回）受けなければなり
　　ません。
　・法定検査は、県の指定検査機関が実施します。
●問い合わせ先　福岡県環境部廃棄物対策課計画
　指導係☎092−643−3363

10月１日は浄化槽の日です

　市の北西部、西島区の木立の中に黒岩稲荷
神社が祭られています。鎮火、商売繁盛、学
業成就などの神として、遠近からの参拝者も
多く、毎年２月の初午の日には例祭が行われ
ていますが、10月には800年式年大祭が行われ
ます。
▼期日　10月13日（土）

▼場所　黒岩稲荷神社（三沢）広場特設ステージ

▼内容　御祭典（午前10時〜）

　　　　奉納演芸（神楽、祝舞や七夕太鼓の披露、餅

　　　　まき、歌謡ショーなど）（正午〜午後5時）

▼問い合わせ先　黒岩稲荷神社800年大祭実行委員

　会　久保山☎75−5287

黒岩稲荷神社８００年式年大祭

●日時　11月4日（日）／午前10時〜午後３時
●会場　総合保健福祉センター「あすてらす」
●主催　小郡市観光協会
●共同開催　みい農業協同組合
●協力　(社)唐津観光協会呼子支所

《出店内容》　小郡特産品コーナー、観光協会協賛
　　　　　　　コーナー、呼子海産物コーナー
《イベント》　☆お菓子のつかみ取り大会
　　　　　　　（※子ども対象、無くなり次第終了）
　　　　　　　☆お米のすくい取り大会
　　　　　　　（※無くなり次第終了）
《抽選会》　お楽しみ抽選会
　　　　　　※会場内でお買上げ500円ごとに抽選
　　　　　　　券を１枚差し上げます。抽選券２枚
　　　　　　　で１回抽選。景品が無くなり次第終了
《問い合わせ先》　小郡市観光協会（小郡市商工・
企業立地課内）☎72−4008ファクス72−5050
ホームページアドレスhttp://www.kanko-ogori.jp/

第６回「おごおり物産展」
〜ＪＡ農業まつりと共同開催〜
第６回「おごおり物産展」
〜ＪＡ農業まつりと共同開催〜

　腸管出血性大腸菌感染症については、毎年感染者
が発生しており、平成18年では、報告数3,910人（う
ち、死亡者数６人）となっています。本年8月には
保育施設において腸管出血性大腸菌感染症（Ｏ１５
７）の集団感染が発生し、園児が死亡した事例など
が発生しています。

　腸管出血性大腸菌感染症は、菌が口から入ること
で感染します（経口感染）。
　予防のためには食べ物や水などを介して、腸管出
血性大腸菌が口に入らないようにすることが大切で
す。
　腸管出血性大腸菌は熱に弱く、十分に加熱すれば
細菌は死んでしまいます。

【腸管出血性大腸菌感染症の症状】
・感染の初期は「だるい」「元気がない」など
・腹痛、下痢に続く血便など
※初期の段階では風邪と間違えやすいので、注意が
　必要です

★自覚症状があるときは早期に医療機関へ受診しま
　しょう

感染予防のために
・調理の前と後に必ず、石けんと流水で十分に、ま
　た消毒薬などを使用して手洗いをしましょう
・調理器具やふきんをこまめに洗い、熱湯または台
　所用漂白剤で消毒しましょう

腸管出血性大腸菌感染症の予防について

問い合わせ先　久留米保健福祉環境事務所☎30−1054
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＊
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
平
成
18
年
度
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
使
用
し
て
い
ま
す
。 

平成20年度ごみ収集カレンダーの広告掲載を募集します。

平成20年４月〜平成21年２月の各暦のページに広告を掲載します。

○申し込み期間　平成平成1919年年1212月月2121日まで日まで

　広告掲載希望の方は、下記までお問い合わせください。

　　　　　問い合わせ先　生活環境課環境係　☎72−2111　内線152

１項　　　　 (約７cm×約26cm)

２分の１項　 (約７cm×約13cm)

５０，０００円

２５，０００円

２　　　色

２　　　色

広告の大きさ

各月（４月〜２月）の下部

広告掲載料（１回あたり）円

＊１回・・各暦の１箇所あたり
刷　　　色
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小郡市政治倫理審査会の意見書を公表します
　小郡市政治倫理条例に基づく市長、副市長、教育長及び市議会議員の資産等報告書の

審査結果について、次のとおり小郡市政治倫理審査会の意見書（要旨）を公表します。

なお、資産等報告書と意見書は総務課（市役所本館２F）で閲覧できます。

意見書（要旨）

１．小郡市政治倫理審査会の経過
　　市長、副市長、教育長及び市議会議員の資産等報告書について、計３回にわたる慎重な審
　査を行いました。
　（１）第１回（７月２０日）　資産等報告書の審査
　（２）第２回（８月２０日）　資産等報告書の審査意見書の協議
　（３）第３回（９月　７日）　資産等報告書の審査意見書のまとめ

２．審査結果
（１）小郡市政治倫理条例について
　　　　平成18年３月、新たに小郡市政治倫理条例が制定され、市長等及び議員に対し条例
　　　遵守の誓約書提出や政治倫理基準、市の公共事業に関する遵守事項などが規定されてい
　　　るとともに、配偶者の資産等報告書の提出義務も課せられており、小郡市における政治
　　　倫理の確立に向けて充実が図られています。
　　　　新しい条例になって２年目を迎えますが、報告すべき資産等の内容もよりわかりやす
　　　くなっており、この間、特段の大きな問題もなくスムーズに運用が行われてきています。

（２）資産等報告書について
　　　　今回の審査は、昨年の内容との比較対照を中心に実施しましたが、その内容について
　　　は概ね適正に記入されており、特段の疑義は見当たりませんでした。また、配偶者の資
　　　産等報告書についても対象者全員から提出があり、適正に記入されていることが確認で
　　　きました。

３．審査会意見
　　条例第18条第１項の公共事業に関する遵守事項の規定では、市長等及び議員の配偶者及
　び同居親族、市長等及び議員が役員をしている企業並びに本人が実質的に経営に携わってい
　る企業について、市との請負契約等の辞退の努力義務が規定されています。本条第１項の請
　負辞退の対象者として、市長等及び議員の配偶者及び同居親族が役員をしている企業も追加
　することにより、市長等及び議員の透明性が増すものと思われます。
　　条例第６条第１項の資産等報告書の記入における（３）「収入、贈与及びもてなし」に関
　する規定は、所得税課税の有無にかかわらず全ての収入等（相続、退職金、満期保険、立退
　き料等）について記入することを趣旨としています。市長等及び議員については、より透明
　性を確保する意味から自主的かつ積極的に全ての収入等について記入していただきますよう
　お願いします。
　
　平成19年９月７日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小　郡　市　政　治　倫　理　審　査　会

○問い合わせ先　総務課防災・庶務係　☎72−2111内線244

小郡市政治倫理条例とは・・・
　市長、副市長、教育長及び市議会議員に対し、市民全体の奉仕者として守るべき政治倫理基準を定め、

資産についての報告書の提出を義務付けた条例です。公職にある者が地位による影響力を不正に行使

して自分の利益を図ることのないよう必要な措置を定めることで、公正で開かれた民主的な市政の発

展に寄与することを目的としています。
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小郡市防犯パトロール車（青パト）の使用について小郡市防犯パトロール車（青パト）の使用について

　地域の防犯（青少年健全育成を目的としたものを含む）のために、複数の市民で構成
された団体が防犯パトロール車（青パト）を使用する場合の手続きは、下記のとおりと
なります。

１、使用までの手続き

　　推進団体として市からの認定が必要です。

　　①『小郡市地域防犯活動推進団体（推進団体）』としての申請を行います。

　　　市は、これに対して、認定（または却下）を行います。

２、使用の手順

　　①申請…２か月前の初日から受付（使用許可申請書の提出）

　　②貸し出し期限…原則として１日

　　③『実施者証』の交付を受けた人が同乗（『協力員証』と併せ

　　　て携行）

３、使用中の注意

　　①防犯パトロール中以外は、青色回転灯は点灯させない

　　②一般ドライバーの模範となる交通法規の厳守。歩行者等交通弱者に優しい運転の励行。

４、使用後

　　①備え付けの小郡市防犯パトロール車運行報告および青パト運行記録の記載

　　②車両・装備品の整理整頓

　　③車両は、備え付けの青パト運行記録簿および小郡市防犯パトロール車運行報告書を「鍵」

　　　とともに市が指定した場所に返却

５、その他

　　①交通事故について

　　　直ちに市役所へ連絡。市が加入している任意保険の範囲内での補償となります（公務で

　　　の災害には該当しないので要注意）。

　　②『小郡市防犯パトロール協力員設置要綱』および『小郡市防犯パトロール車運行要領』を

　　　遵守することはもとより、防犯パトロール員としての自覚を持ち良識に基づき運行する

　　　こと。

６、問い合わせ先

　　　総務課防災・庶務係　☎７２−２１１１内線２４４、２４５

　　②推進団体の構成員の中から３人程度を「協力員」として市長が委嘱し、『協力員証』を発行

　　③協力員に対して、福岡県警より『実施者証』の交付（既に受領者は不要）

防犯団体
など

市

申請

認定

青パトには・・・腕章・チョッキ・

点滅指示灯・ハンドマイクが

装備されています。
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第22回小郡市民の健康づくり大会
日時●10月28日(日)／午前10時〜午後３時
会場●総合保健福祉センター「あすてらす」

●乳がん市民公開講座in小郡
増えている乳がん
−正しい知識と早期発見のためにー
講演　　13:05〜13:45
『〜乳がんからあなたを守るために〜』
社会保険久留米第一病院　外科部長　田中眞紀先生
自己検診講習　14:00〜14:15
『乳がん自己検診ってどうするの？』
社会保険久留米第一病院　保健師　井手亜佐子さん
パネルディスカッション　14:15〜15:00

●｢いいな、いい歯｣キャンペーン
無料口腔がん検診　　10:00〜11:00　12:00〜15:00
久留米大学医学部歯科口腔医療センター
楠川仁悟先生の診察
「80歳で20本歯を残そう」表彰式　11:00〜12:00

「歯･口の健康に関する図画ポスター展」入賞作品展示

●家でできる簡単体操体験・あなたの体力測定
　腰痛らくらく体操、のびのびストレッチ、体力測定
●水中ウォーキング体験・健康増進プール無料開放
●誰でもウォーキング　歩きながら、秋の自然を満喫し
　ませんか
●健康づくり体操　エアロビクスで汗を流そう！
●ボランティア紹介・体験・登録
　要約筆記体験、セラピューティック･ケア（心のマッサ
　ージ体験）、点字体験、映像で見るボランティア、さお
　り織りコーナーなど
●介護相談・体験、脳の健康教室・福祉機器展示
　脳のトレーニング、介護予防知識相談、アイマスク･車
　椅子体験など
●アーチェリー体験

●老人クラブ「散歩の会」味坂校区老人クラブ｢散歩の
　会マップ｣展示　
●まちの健康相談室　生活習慣病予防（ﾒﾀﾎﾞﾘｯｸｼﾝﾄﾞﾛｰﾑ
　について）、特定健診の案内、食育コーナー、子どもの
　身体測定
●赤い羽根共同募金街頭募金　
●骨髄バンク推進コーナー
●糖尿病予防啓発・相談コーナー
●栄養相談コーナー
●介護情報ほっとスペース
　高齢者相談コーナー、介護保険制度について、血圧測定
●ﾘｻｲｸﾙﾊﾞｻﾞｰ、ｹﾞｰﾑ･ﾎﾟｯﾌﾟｺｰﾝ販売、障害者作業所販売
　バザー用品の販売、大江戸ゲーム･輪投げゲーム
●リサイクル品（ティッシュ･トイレットペーパー）の販売

主催●小郡市民の健康づくり推進協議会・小郡市・関係団

体（小郡三井医師会・小郡三井歯科医師会・小郡市区長会・

あすてらすﾍﾙｽﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ・小郡市老人ｸﾗﾌﾞ連合会･小郡市健康

を守る母の会・健康運動ｸﾗﾌﾞ・久留米保健福祉環境事務所・

小郡市社会福祉協議会・ｻﾎﾟﾈｯﾄおごおり）

●子ども達の健康を支える学校給食

　給食紹介、パネルコーナー、相談コーナー、試食会

●食の啓発バイキングコーナー

　地場産の野菜を使ったヘルシー料理を提供

●宝満の市（南側広場）　新鮮な野菜や加工品の販売

各コーナーをまわって健康や福祉についての

クイズに答えながら「あすてらすフェスタ」

をお楽しみください。クイズは「大人コース」

と「子どもコース」の２種類あります。

●満天の湯無料体験

詳しくは、広報お知らせ版11月号

（10月15日発行）でお知らせします。

問い合わせ先　健康課（二森1167−１　あすてらす内　　☎72−6666）

各コーナーを３か所

以上体験すると満天

の湯に入れるよ!！

(有効期間は、10月30

日(火)までの３日間)

あすてらすフェスタ・クイズ・ラリー

第４回

健康づくり

食と栄養

休養体験

展示・相談・販売

キッズコーナー
内容は来てからのお楽しみ♡

あすてらすフェスタ

田中眞紀先生

誰
で
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

▼
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消費生活相談室

多重債務でお困りの人へ

多重債務とは文字通り多くの会社から重ねて借金をしている状態を指

します。多重債務があっても貸してくれる業者がある間はあまり深刻に

考えませんが、借金がかさんで貸してくれる業者が見つからなくなった

時点で返済に行き詰まり、厳しい督促を受け始めてようやく事の重大さ

に気づく人も多いのです。

既に多重債務に陥っている人は、できるだけ早く相談室や司法書士・弁

護士などへアドバイスを求め、債務整理に着手することをお勧めします。

明日の食事代にも事欠く状態になってからでは、なかなか腰をすえて債

務整理をする気力が湧かないものです。

身近に多重債務で困っている人がいたら、ぜひ一度相談室や法律の専

門家に相談をするように勧めてください。多重債務に関する知識のない

人だけで話し合い、間違った解決をしてしまうと事態を悪化させること

にもなりかねません。秘密は厳守されますので安心してご相談ください。

小郡市消費生活

相　談　室

窓口開設日

毎週月・火・木・

金曜日／午前９時

〜正午、午後１時

〜４時

問い合わせ先

小郡市消費生活相

談室☎72−2111

内線144

▼
▼

●問い合わせ先　小郡市子育て支援センター

☎73-5041

メールアドレス　ogorisi.kosodate5041@izm.bbiq.jp

ホームページ　http://www1.bbiq.jp/ogori.kosodate/

小郡市子育て支援センターでは、“未就園児を持つ人にリフレッシュしてもらうための託児付き講
座”「リフレッシュ講座」を行っています。　今回は、以前からご要望の多かった『ヨガ』〜心とから
だに気持ちいい〜を企画したところ、皆さんに大好評でした!!

☆子育て支援センターでは子育てサークル作りの
　お手伝いや活動の支援をしています！！

☆のびのび教室
　　　　『ねんどあそび』

☆リフレッシュ講座　『ヨガ』
講師：宮崎　陽子さん

※詳しいことは支援センターへお尋ねください。

【参加者の声】
・ヨガ初体験、身体も心もスッキ
　リしました!
・子育て中に なかなか体験できな
　いことなので、よかったです。

みんなで粉をこねて、よいしょ　よいしょ！

「みてみて！
上手にできたよ♪」

さくらんぼ
（多胎児）
毎月第2月曜日
10:00〜

あすてらす等で活
動中！

広報おごおり「お知らせ版」（９月15日発行）でお知らせした「のびのび教室（５ページ）」の日程に記載の漏
れがありました。
（期日）10月30日（火）・（会場）三国保育所・（校区（小学校））三国校区（三国小）…内容：秋探しの散歩
みなさんの参加をお待ちしています。
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発行　三井消防署

☎７２−５１０１（代）

119番通報のしかた119番通報のしかた119番通報のしかた
　火事や救急に遭遇した時は、誰でも慌ててしまい普段何でもないことができなくな

ってしまいます。

　災害を発見したら慌てず、落ち着いて１１９番通報をする。通報内容は、簡潔、明

瞭、正確に伝えるようにしましょう。

通報要領
○まず「火事」か「救急」かをはっきりと伝える。

○火事の場合は、「何が燃えているのか」を具体的に伝える。

○救急の場合は、「誰がどうしたのか、どのような状態か」を

　具体的に伝える。

○場所を「□□市（町）○○番地」「□□○丁目○○番○○号」等

　正確に伝える。

○建物の名称または近くの目標（交差点名、バス停等）を伝える。

携帯電話・ＰＨＳからの１１９番通報
　携帯電話からの通報は、状況をリアルタイムに通報できる反面、電波の特性により音量が小さ

かったり、途切れたり正常な通話ができないことがありますので、次のことに注意して下さい。

○移動中の車からでは電波が途切れることがあり、また、事故の原因となりますので、必ず安全

　な場所に停車して通報して下さい。

○通報後も消防署から連絡する場合がありますので、着信できる状態にしておいて下さい。

○場所がわからないときは

　　　１　近くに居る人に聞く。

　　　２　家の表札や商店の看板などを見る。

　　　３　近くに一般電話・公衆電話があったら

　　　　　利用する。

　携帯電話・ＰＨＳでは、近くの中継機からつな

がるため、通常は管内の消防本部に直接つながり

ますが、市境では他の消防本部につながる場合が

ありますので、注意してください。

※１１９番通報は、これまで三井消防署で受信していましたが、通信指令業務システムの共同運

　用により、平成19年４月１日から小郡市・大刀洗町・久留米市北野町内の通報は、久留米市消

　防本部通信指令室で受信され、最寄りの三井消防署本署や三井・三国出張所から出動します。

救急です。

場所は○○市○○番

地□□公民館西側付

近です。

電話番号は

０９０−○○○○−

○○○○です。
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寒
く
な
る
と
、
風
邪
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
呼
吸
器
の
病
気
が

流
行
し
ま
す
。
 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
」
に
感
染
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
初
冬
か
ら
春
先
に
流
行
し
ま
す
。
風
邪
よ
り
も
感

染
力
が
強
く
症
状
が
重
い
の
が
特
徴
で
、
悪
化
す
れ
ば
死
に
つ
な
が

る
こ
と
が
あ
る
病
気
で
す
。
予
防
の
た
め
に
は
前
も
っ
て
「
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
」
を
接
種
し
て
お
く
こ
と
が
一
番
重
要
で
す
。
 

※
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

が
実
施
医
療
機
関
で
１
、
０
０
０
円
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は

下
段
の
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

●
症
状
は
？
 

　
突
然
の
高
熱
（
38
〜
40
℃
）
、
頭
痛
、
倦
怠
感
、
関
節
痛
、
筋
肉

　
痛
な
ど
の
全
身
症
状
が
あ
り
、
普
通
の
風
邪
に
比
べ
て
気
管
支
炎

　
や
肺
炎
な
ど
症
状
が
重
症
化
 

　
す
る
こ
と
が
多
い
の
が
特
徴
 

　
で
す
。
咳
、
鼻
水
な
ど
の
症
 

　
状
も
強
く
現
れ
ま
す
。
 

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
 

　
予
防
す
る
に
は
？
 

 ①
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
 

　
　
予
防
接
種
を
受
け
て
い
れ
 

　
ば
、
も
し
罹
っ
て
も
症
状
が
 

　
軽
く
て
早
く
回
復
す
る
と
い
 

　
う
効
果
が
あ
り
ま
す
。
特
に
 

　
高
齢
者
・
持
病
の
あ
る
人
は
 

　
罹
れ
ば
生
命
に
関
わ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
予
防
接
種

　
の
効
果
が
現
れ
る
ま
で
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
約
２
週
間
程
度

　
か
か
り
ま
す
。
流
行
１
か
月
前
と
な
る
12
月
上
旬
ま
で
の
間
に
か

　
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
の
う
え
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
 

症　状

か　　ぜ

インフルエンザ

●熱はあっても37℃台

●鼻水、くしゃみ、せき、

　のどの痛みなど

●38℃〜40℃の高熱

●頭痛、倦怠感、腰痛、関節痛、

　筋肉痛など全身症状あり

インフルエンザ予防接種実施医療機関（50音順）

赤松医院

いけだクリニック

石橋外科医院

井手胃腸科内科医院

梯医院

蒲池病院

かわち内科循環器科医院

河原内科クリニック

菊池整形外科医院

きのした小児科クリニック

協和病院

倉岡外科内科医院

黒岩医院

権藤内科循環器科

佐々木医院

嶋田病院

聖和記念病院

　橋クリニック

ときえだクリニック

　富クリニック

干潟

中央２

津古

ニ森

上町

下町

下町

中央１

大板井１

小板井２

上町

三沢

ニ夕

小板井２

上西

東町

津古

美鈴が丘

みくにの団地

大保

72−2519

72−2325

75−3575

73−1112

72−2800

72−2007

41−2244

41−2330

72−1106

72−6856

72−2121

75−5111

72−3077

72−3000

72−2414

72−2236

75−1230

23−0777

75−8828

72−9000

医療機関名 所在地 電　話

富安医院

中原内科クリニック

西原内科医院

橋本眼科医院

浜崎外科整形外科医院

林整形外科クリニック

福山泌尿器科医院

古川医院

古川整形外科医院

仏坂内科医院

本間病院

松尾医院

松隈産婦人科クリニック

丸山病院

毛利クリニック

矢野内科胃腸科医院

山下泌尿器科医院

ヨシタケ脳神経外科クリニック

RINDEN クリニック

渡辺内科胃腸科医院

松崎

三国が丘

大原

大板井１

ニ森

三国が丘

緑

東町

東野

古賀

西島

新町

下町

今隈

希みが丘

大保原

下町

下町

三沢

津古

73−1271

75−8021

72−4701

72−2335

73−1606

75−8008

73−1217

72−2415

72−3489

75−7802

73−0111

72−2011

73−3511

73−0011

75−0200

72−3191

73−5301

73−3550

23−0800

75−3733

医療機関名 所在地 電　話



②

ウ
イ
ル
ス
を
も
ら
わ
な
い
、
う
つ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
 

　
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
っ
た
人
の
咳
、

　
く
し
ゃ
み
な
ど
に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。
流
行
期
に
は
で
き
る
だ

　
け
人
混
み
へ
の
外
出
を
控
え
、
外
出
時
に
は
マ
ス
ク
を
つ
け
、
外

　
出
か
ら
戻
っ
た
ら
石
け
ん
で
手
洗
い
や
う
が
い
を
す
る
な
ど
し
て

　
ウ
イ
ル
ス
を
避
け
ま
し
ょ
う
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
っ
て
咳
な

　
ど
の
症
状
の
あ
る
人
は
、
周
り
に
う
つ
さ
な
い
た
め
に
外
出
を
控

　
え
、
マ
ス
ク
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
 

③

体
に
抵
抗
力
を
つ
け
ま
し
ょ
 

　
う
 

　
　
普
段
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
と
 

　
れ
た
食
事
（
食
事
を
３
食
き
 

　
ち
ん
と
と
る
）
、
睡
眠
、
休
 

　
養
を
十
分
に
と
り
、
適
度
な
 

　
運
動
を
す
る
よ
う
に
心
が
け
 

　
ま
し
ょ
う
。
 

④

室
内
の
換
気
を
ま
め
に
し
ま
 

　
し
ょ
う
 

　
　
冬
は
乾
燥
し
て
ウ
イ
ル
ス
 

　
が
繁
殖
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
乾
燥
し
た
空
気
は
気
 

　
道
粘
膜
の
抵
抗
力
を
弱
め
ま
す
。
乾
燥
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま

　
し
ょ
う
。
 

も
し
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
っ
た
ら
 

　
単
な
る
風
邪
だ
と
軽
く
考
え
ず
に
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

　
し
ょ
う
。
自
己
判
断
を
せ
ず
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
よ
く
相
談

　
し
て
く
だ
さ
い
。
 

手洗いとうがいをする

外から帰ってきたときなど、

手洗いとうがいをまめにす

ることで、ウイルスから体

を守る。

　インフルエンザに感染すると、高齢者や慢性疾患を持つ人は重症化しやすいため、インフルエ

ンザ予防接種を行っています。

 １ インフルエンザ予防接種の対象者

　 小郡市内に住民票が有る人で、予防接種を受ける日の年齢が

　 ①65歳以上の希望者

　 ②60〜64歳で心臓や腎臓、呼吸器の病気の人、ヒト免疫不全ウイルスによる病気の人で希望者　

　（ただし、厚生労働省の基準を満たす身体障害者手帳の内部疾患１級程度の人）

 ２ 料金　1,000円（生活保護受給者は無料）

 ３ 接種場所

　 ①小郡市内のインフルエンザ予防接種実施医療機関（右表）

　 ②福岡県内の予防接種広域化制度に参加している医療機関であれば、小郡市外の医療機関でも受

　　 けることができます。かかりつけ医が小郡市外にいる人は医療機関にお尋ねください。

 ４ 受け方

　 ①65歳以上の人

　　 希望の医療機関に予約を入れて行きましょう。

　 ②60歳〜64歳の人（心臓や腎臓、呼吸器の病気の人、ヒト免疫不全ウイルスによる病気の人、　

　（ 厚生労働省の基準を満たす身体障害者手帳の内部疾患１級程度の人）

　　 健康課へお問い合わせの後、希望の医療機関に予約を入れて行きましょう。

 ５ 持参するもの

　 健康保険証、健康手帳（持っている人のみ）、

　 身体障害者手帳の写しまたは診断書など（60〜64歳で人１−②に該当する人のみ）

　 生活保護証明書（生活保護受給者）

●問い合わせ先　健康課健康推進係　☎72−6666

■実施期間

10月1日㈪〜12月15日㈯
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市 県 民 税

国民健康保険税

介 護 保 険 料

下 水 道 使 用 料

西日本シティ銀行市役所内派出所の

窓口開設時間

○開設時間　午前9時〜午後4時45分

平成１９年９月１日現在
（　）は前月比

人　口　　58,799人
（＋ 8 6人）

　男　　　27,999人
（＋ 4 1人）

　女　　　30,800人
（＋ 4 5人）

世帯数　20,912世帯
（＋ 4 0世帯）

若宮おくんち　　　　  　　〈うきは市〉
　若宮八幡宮の秋祭り。白壁の町並みを練り歩く
毛槍衆、稚児の神幸行列は壮観です。夜は芸能祭や
カラオケ大会が行われます。
　期日　10月17日（水）〜18日（木）
　場所　若宮八幡宮周辺（吉井町）
　問い合わせ先　うきは市観光協会吉井支局
　☎0943−76−3980

長崎街道まつり　　　　　 <鳥栖市>
　街道沿いでの史跡案内、各神社での芸能舞台、ス
タンプラリー、写真コンテストを実施。３００円で
販売する「藩札」は、通行手形やお茶・お菓子やおむ
すびと引き換えられるほか、同時開催の「ふれあい
秋葉祭（秋葉神社）」でも使えます。無料巡回バスも
あります。
　期日　10月21日（日）午前10時〜午後３時
　場所　田代八坂神社〜鳥栖八坂神社〜轟木日子
　神社（約４km）
　問い合わせ先　鳥栖市観光協会☎83−8415

第２０回ふるさとみづま祭 〈久留米市〉
　66チームによるよさこい踊り、25地区の子ども
みこし、農産物販売など
　期日　11月３日（祝）午前10時〜午後７時、
　４日（日）午前９時30分〜午後７時30分
　会場　水沼の里2000年記念の森（西鉄「犬塚駅」
　下車徒歩３分）
　問い合わせ先　同実行委員会事務局
　☎64−2315

ふるさとくるめ農業まつり <久留米市>
　フラワーアレンジメント体験コーナー、手作り
バター製造体験、農産物販売など農業にふれあう
イベントです。
　期日　11月10日（土）〜11日（日）
　場所　久留米百年公園（西鉄バス「百年公園前」
　下車すぐ）
　問い合わせ先　久留米市農政課☎30−9163

大刀洗ドリームまつり 　　 <大刀洗町>

　「語ろう未来　つくろう明日の大刀洗」をテーマ

に多彩なイベントを開催します。

　内容

・11月10日（土）開会式、保育園お遊戯発表、青年

　主張大会、親子映画会、モンキーパフォーマンス、

　似顔絵コーナーなど

・11月11日（日）芸能発表、大道芸人ショー、ビン

　ゴゲーム、餅つき、牛乳無料配布など

・両日　文化や健康部門、埋蔵文化財展示、バザー

　や特産物販売、図書館まつり、ミニ縁日、ミニオ

　カリナ作りなど

　会場　大刀洗ドリームセンター、中央公民館、ぬ

　くもりの館

　問い合わせ先　大刀洗町総務課企画係

　☎77−0101

田主丸耳納の市　　　　　 <久留米市>

　植木、苗木、柿、野菜などの露店約80店出店、ス

テージイベントもあります。

　期日　11月17日（土）〜18日（日）午前９時30分

　〜午後４時

　場所　福岡県緑化センター（ＪＲ「田主丸駅」下

　車徒歩５分）

　問い合わせ先　久留米市田主丸総合支所産業振

　興課☎0973−72−2110

“ちくご遊学”久留米広域圏の情報をホームペー

ジでご覧いただけます。

アドレス  http://www.kttnet.co.jp/kurume-koiki/

iモード  http://www.kttnet.co.jp/kurume-koiki/i

今月は

の納付月です。
納付には便利な口座振替を！
収納課（内線１３２〜１３３）

国保年金課（内線４２４〜４２５）

介護保険課（内線４５２〜４５４）

下水道課（内線３４２）

ひとのうごき編

集

後

記

 

　
初
秋
の
季
節
に
も
関
ら
ず
、台
風
の
余
波
で
真

夏
日
の
気
温
と
な
っ
た
午
後
、児
童
た
ち
が
い
つ

も
楽
し
み
に
し
て
い
る「
読
み
聞
か
せ
会
」が
行

わ
れ
た
。扇
風
機
は
回
っ
て
い
る
も
の
の
、相
当

な
温
度
と
な
っ
て
い
る
。児
童
た
ち
は
、旧
七
夕

大
学
の
卒
業
生
の
有
志
で
組
織
さ
れ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
本
の
読
み
聞
か
せ
に
夢
中
に
な
っ
て
、

聞
き
入
っ
て
い
た
▼
話
し
の
上
手
さ
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、身
振
り
や
手
振
り
で
伝
え
る
様
は
、

年
季
が
入
っ
て
い
る
。い
つ
も
動
き
回
り
、先
生

た
ち
を
て
こ
づ
ら
せ
て
い
る
で
あ
ろ
う
子
ど
も

た
ち
も
静
か
に
見
つ
め
て
い
た
▼
読
み
聞
か
せ

終
了
後
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
は
、職
員
室

で
反
省
会
。職
員
に
よ
れ
ば
、毎
回
熱
心
に
話
し

合
わ
れ
て
い
て
、頭
が
下
が
り
ま
す
と
の
こ
と
▼

子
ど
も
た
ち
の
元
気
に
も
感
心
し
た
が
、敬
老
の

日
を
前
に
し
て
、高
齢
者
の
元
気
と
熱
心
さ
に
感

心
さ
せ
ら
れ
る
取
材
と
な
っ
た
　
　
　
　
　（
大
） 

みんなで歩こう花立山　参加者募集みんなで歩こう花立山　参加者募集
　日時　10月14日（日）午前９時30分集合、10時
　出発、午後２時解散
　集合場所　城山公園藤棚前
　内容　秋の様相を迎えた花立山を散策します。
　参加資格　高校生以上。保護者同伴であれば
　中学生以下も可。
※動きやすい服装で来てください。
　参加費　大人500円、中学生以下300円。
※資料代・昼食代を含む。
　募集人員　50人
　申込方法　電話
　申込締切　10月12日（金）午後５時
　申込・問い合わせ先　緑の里くろつち会館
　☎73−2768
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※
有
料
広
告
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
総
務
課
文
書
・
広
報
係
　
☎
０
９
４
２
・
７
２
・
２
１
１
１
内
線
２
４
２ 
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